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２節 正の数・負の数の計算

[教科書P23]

＜ふりかえり 算数＞

３＋６ → ３より６大きい →

0 3 9

３から右に６進む

＜自分のことばで伝えよう＞

(－４)＋６ －４より６ 大きい 数を求める計算

-5 -4 -1 0 2 5

５＋(－６) ５より －６ 大きい数を求める計算・・・５より６小さい数と

考える

-5 -1 0 5

※ここでは、負の数を含むたし算を学習します。

[教科書P24] ①加法･･･たし算のこと

[教科書P25] ＜ひろげよう どんなことがわかるかな＞

① (＋３)＋(＋４)＝＋ ７ ② (＋６)＋(＋２)＝＋ ８

３より４大きい ６より２大きい

0 +3 +7 0 +6 +8

③ (－３)＋(－４)＝－ ７ ④ (－６)＋(－２)＝－ ８

－３より－４大きい －６より－２大きい

→ －３より４小さい → －６より２小さい

-7 -3 0 -8 -6 0



- 2 -

⑤ (＋３)＋(－４)＝－ １ ⑥ (＋６)＋(－２)＝＋ ４

＋３より－４大きい ＋６より－２大きい

→ ＋３より４小さい → ＋６より２小さい

-1 0 +3 0 +4 +6

⑦ (－３)＋(＋４)＝＋ １ ⑧ (－６)＋(＋２)＝－ ４

－３より４大きい －６より２大きい

-3 0 -1 -6 -4 0

＜わかったこと＞

２数の符号と、それらの和の符号 を見てみると、

・正の数どうしの和は、いつも 正の数

・負の数どうしの和は、いつも 負の数

になっています。

正の数と負の数の数の和は、正の数になったり、負の数になったり

しています。

の中の数を見てみると、２数の絶対値の和になっているか、

差になっているかのどちらかになっています。

・和になるのは、２数の符号が 同じ とき

・差になるのは、２数の符号が 違う とき

です。

①～⑦の「2数の和の

符号」や「絶対値」に

着目して、よく見てみ

ると･･･
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[教科書P26] まとめ

【例１】(－１２)＋(－７)＝－(１２＋７) 絶対値(１２と７)の和

どちらも－(マイナス)なので、－

＝－１９

【例２】（１）(－７)＋(＋１３)＝＋(１３－７)

絶対値の大きい方(１３)から

小さい方(７)をひいた差

（－７と＋１３で絶対値が大きいのは＋１３なので、＋）

＝＋６

（２）(＋５)＋(－１５)＝－(１５－５)

（絶対値の大きい方(１３)から

小さい方(７)をひいた差）

（＋５と－１５で絶対値が大きいのは－１５なので、－）

＝－１０

教科書P26の 問１ をやりなさい。 ※例１、例２と同じ途中式を書きながら解くこと。

※家庭学習ノートにやりなさい。 ※数式は縦に並べて書く(「＝」はそろえて書く)。

（１）(－８)＋(－３)＝－(８＋３) （２）(－６)＋(－１０)＝－(６＋１０)

＝－１１ ＝－１６

（３）(－７)＋(＋１８)＝＋(１８－７) （４）(＋５)＋(－９)＝－(９－５)

＝＋１１ ＝－４

正の数・負の数の加法

同符号の２数の和

◇符号・・・・・２数と同じ符号 (＋３)＋(＋５)＝＋(３＋５)

◇絶対値・・・・２数の絶対値の和 (－３)＋(－５)＝－(３＋５)

異符号の２数の和

◇符号・・・・・絶対値の大きい方の符号 (＋３)＋(－５)＝－(５－３)

◇絶対値・・・・２数の絶対値の大きい方から (－３)＋(＋５)＝＋(５－３)

小さい方をひいた差

※絶対値が等しい異符号の2数の和は０です。

(＋７)＋(－７)＝０

※０と正の数、０と負の数の和は、

その数のままです。 ０＋(＋７)＝＋７

０＋(－７)＝－７
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教科書P26の 問２ をやりなさい。 ※例１、例２と同じ途中式を書きながら解くこと。

※家庭学習ノートにやりなさい。 ※数式は縦に並べて書く(「＝」はそろえて書く)。

（１）(＋２１)＋(－２６)＝－(２６－２１) （２）(－３５)＋(＋３８)＝＋(３８－３５)

＝－５ ＝＋３

（３）(－２５)＋(＋２２)＝－(２５－２２) （４）(＋３４)＋(－２８)＝＋(３４－２８)

＝－３ ＝＋６

（５）(－２７)＋(－３４)＝－(２７＋３４) （６）(－１２)＋(－１２)＝－(１２＋１２)

＝－６１ ＝－２４

（７）(－４９)＋(＋４９)＝０ （８）０＋(－３７)＝－３７

※絶対値が等しい異符号の2数の和は０ ※０と負の数の和はその数のまま

[教科書P27]

教科書P27の 問３ をやりなさい。 ※ ♠ ♣「 、 」は正の数、「♥ ♦、 」は負の数として、

※家庭学習ノートにやりなさい。 計算する。

（１）(＋８)＋(－４)＝ ＋４ （２）(－４)＋(－６)＝ －１０

＋(８－４) －(４＋６)

（３）(－５)＋(－５)＝ －１０ （４）(－９)＋(＋９)＝ ０

－(５＋５) 絶対値が等しい異符号の2数の和は０

（５）(－７)＋(＋９)＝ ＋２ （６）(＋４)＋(－１０)＝ －６

＋(９－７) －(１０－４)

【例３】小数、分数でも考え方は同じです。特に（２）の分母が違う分数では、

通分をしてから絶対値の大きさを比べることがPOINTです。

（２）

(－ )＋(＋ ) ２つの絶対値 と の大小は、

通分して 、 としてから比べる。

1
2

1
3

1
2

1
3

3
6

2
6
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教科書P27の 問４ をやりなさい。 ※例３と同じように途中式を書きながら解くこと。

※家庭学習ノートにやりなさい。 ※数式は縦に並べて書く(「＝」はそろえて書く)。

（１）(－０.４)＋(－０.３)＝－(０.４＋０.３)

＝－０.７

（２）(＋５.３)＋(－２.３)＝＋(５.３－２.３)

＝＋３

（３）(－ )＋(＋ )＝－( － )

＝－

（４）(－ )＋(－ )＝－( ＋ )

＝－

＝－１

（５）(－ )＋(－ )＝ (－ )＋ (－ )

＝－( ＋ )

＝－

（６）(＋ )＋(－ )＝(＋ )＋ (－ )

＝－( － )

＝－

＝－

3
7

2
7

3
7

2
7

1
7

4
5

1
5

4
5

1
5

5
5

1
3

1
4 12

4
12
3

12
4

12
3

12
7

1
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5

30
4

15
2

約分！

通分！

通分！

約分！


